戦前期名古屋における社会教育の成立と展開―通俗教育から社会教育へ、そして国民教化へ― by 新海 英行














































　例えば、1889（明治 22）年 11 月 29 日には筒井町や久屋町で、1893 年 1 月 10 日には旅
籠町の日置尋常小学校（現在の松原小学校）で教員が中心となって学校を巡回し、幻燈会











名古屋においても同様であり、多くの青年団ではおおむね 16 歳から 26 歳までの青年を会
員とし、「成年者協同一致シテ各自ノ教養ヲ図リ且農村改良発達ノ基礎ヲ作ル」ことを目
指して、教育勅語の講話、三大節儀式の挙行、兵役準備教育、学科の補習教育、農事講話
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など、さまざまな教育事業が行われた（『新修名古屋市史』第 5巻）。










































区南大津町に設置された。同館では、図書 400 冊、全国 240 余種の新聞・雑誌を置き、日々















し、その 2年後に県に移管された愛知県博物館となった。1888 年 3 月、愛知県は愛知県
博物館規則を制定し、毎年春秋両季節に開館し、その後通年会館となった。観覧者は、多
い年度（1899 年）で 8万 2000 人少ない年度（1900 年）で 3万 4000 人弱であった。また、
1889 年には、愛知県教育博物館が設立され、県下の教育の普及、発展のための事業に取
り組むこととなった（『新修名古屋市史』第 5巻）。













組織された。1919（大正 8）年 10 月、名古屋市連合青年団が創立され、1924 年には加盟
団体 91 団体、正団員数約 1万名を数え、市長を団長とし、事務所を市役所に置いた（同上）。
　また、体育事業では、体育講習会、体育講演会、ラジオ体操会、市民体育大会等が開催
された。1923 年には、市は市立学校 70 校の運動会を市民体育増進のために開放し、さら
に青年体育講演会や映画会を開催し、積極的に体育の指導を行った。1926 年 11 月 1 日か
ら 3日まで 3日間体育デーを開催し、その後毎年行っている。1922 年と 23 年には、2月















て創設され、実用新刊書 1000 冊のほか、日本、朝鮮、中国等を合わせて 130 種、新刊雑











衆図書館が 1922（大正 11）年 12 月に設立許可を受けている。同館は実業家・矢田　續の









正天皇御大典記念事業として計画され、1916 年 9 月、愛知県知事の設立認可を得、教育
課が創立事務を所管し、1919 年 3 月に鶴舞公園内に着工し、1923 年 9 月 23 日に竣工した。




建物面積 1742 平方メートルであった。本館は木造で地下 1階、地上 3階、書庫は鉄筋コ
ンクリート建て地下 1階、地上 5階で、玄関、普通閲覧室にはステンドグラスがはめ込ま






　新図書館の工費は 3万 3000 余円であった。4階建ての書庫には、1913（大正 22）年現
在で和漢書 4万 6066 冊、洋書 1051 冊、計 4万 8017 冊が収蔵されていた。蔵書には、創





閲覧室（定員 236 名、330 名収容可能）のほか、特別閲覧室（92 名収容可能）、婦人閲覧室（定










1923 年 2 月 3 日、市会議事堂において開催されたが、そこでは、和田万吉（東京帝国大
学図書館長）が「読書場としての図書館」というテーマで、また今井寛一（大阪府立図書




　なお、創立直後の閲覧料は、普通券で 1回３銭、10 回 20 銭、特別券で 1回 6銭、10 回
50 銭、30 回 1 円 50 銭であった。開館時間は 4月 1日～ 9月 30 日が午前 8時～午後 10 時、
戦前期名古屋における社会教育の成立と展開
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10 月 1 日～ 3月 31 日が午前 9時～午後 9時であり、休刊日は、祝日、曝書（図書の虫干し）
（およそ 10 日間―9，10 月）、年末年始（12 月 28 日～ 1月 5日）、掃除日（毎月末、8，10








　名古屋市では、1925（大正 14）年 4月 7 日、行政機構の改編に伴い、部局制を採用し、
教育部には社会教育課が新設された。その後数回にわたって組織機構が改編され、1933（昭















調査及び指導が行われている。1923 年 9 月、市立図書館が竣工され、数多くの通俗図書
館も市民の間に浸透した。1930（昭和 5）年には、市民講座が開設され、教養学習を中心




の教化総動員運動に従ってそのための施策が開始された。1926 年 7 月以降、青年訓練所
が区ごとに設置され、軍事訓練を含む勤労青年教育が実施された（『新修名古屋市史』第





















































内に着工され、1923 年 9 月 28 日に竣工し、10 月 1 日から開館した。敷地面積 2400 坪、
建坪 528 坪 1 合 5 勺、本館 1 階 132 坪、2 階 271 坪、地下室 48 坪、書庫 4 階建て、各階
40 坪、附属建物 86 坪 1 合を擁し、総費は 39 万 8600 円を要した。1923 年 12 月現在の蔵
書は、和漢書 4万 666 冊、洋書 1951 冊、計 4 万 8017 冊であったが、1937（昭和 12）年
10 月末には、和漢書 13 万 7927 冊、洋書 6225 冊、計 14 万 4152 冊を数えるに至った。そ
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の背景には、名古屋教育会の運営による私立名古屋図書館（以下、私立図書館）の蔵書の
譲渡、図書購入予算（ちなみに 1925 年度の年経費のうち図書購入費は 1万 3000 円）によ
る購入、さらに篤志家の寄付等があった（『名古屋市社会教育施設一覧』、『大正昭和名古
屋市史』第６巻）。
　館内には、書庫と普通閲覧室（男− 90 坪、定員 336 人）のほか、特別閲覧室（37 坪定















　さらに、その後の本館の利用状況は次のようである。1937 年の館内閲覧者数は 16 万











武七によって私立八重尋常小学校に敷設の形で設立された。総坪数 37 坪で蔵書数が 700
部 4500 冊を有し、入館者は年間延べ 1万 1100 人であった。1年の経費は 950 円（1924 年）
であり、そのうち市からの補助金は 150 円であった。
・葵簡易図書館（東区布池町）1913 年 1 月、蔵書家・恒川平一が葵尋常小学校に設置し
たものである。教室の一部 12 坪を閲覧室とし、1924 年現在、4700 冊の蔵書（歌書が多い）
を持ち、年間延べ 8870 余人の閲覧者（1日平均 30 人）を数えた。1年の経費は 387 円、
うち市からの助成金は 130 円であった。




・神戸簡易図書館（南区神戸町）1914 年 11 月、竹内謙吉が中心となって神戸尋常高等小
学校改築記念として連区内有志の寄付金ならびに連区教育会の寄付によって小学校に敷設
開館された。図書室20坪、閲覧室2室40坪あり、開館当時の図書冊数は340部746冊であっ




書室 10 坪、閲覧室は図書館と兼用で、蔵書冊数は、1927 年現在、798 冊であった。入館







当初蔵書冊数は 467 部 838 冊であったが、連区「父兄」有志の寄付金 5000 余円を得て洋
式 2階建て（18 坪）の本館を新築し、1925 年 4 月 4 日、落成した。同年、蔵書 1万 7000 冊、
1年の経費は 320 円、うち市補助金は 120 円であった。
・門前簡易図書館（中区梅園町）1915 年 11 月、河野重助によって設立された。多くの簡
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易図書館同様、御大典記念事業として門前尋常小学校に設置された。図書室 16 坪、閲覧
室 6坪、蔵書冊数 1037 冊、年間の閲覧人数は延べ 4977 人、1年間の経費は 155 円であった。
・皇風図書館（中区前塚町）1912 年 12 月 23 日、同館は朝倉尚綱によって皇風幼稚園内
に開設された。常時は中区裏門前町万松寺境内内に置かれていたが、1914 年 2 月に前塚
町に移転した。同館は図書室 10 坪、閲覧室 58 坪を有し、蔵書は 6198 部、2700 冊を所蔵
した。1年間延べ入館者数は 3950 人、経費は 450 円であった。
・法令文庫（中区正木町）1915 年 4 月 29 日、御大典奉祝記念として、また皇太子殿下ご
誕辰を記念して村木鶴次郎によって設立された。同館では、1867（慶応 3）年の王政維新
以来大正に至る 50 余年間の法規令則、1871（明治 4）年の廃藩置県後の愛知県の冷規、
第 1回以来の帝国議会速記録、その他の法令に関する一切を網羅していた。蔵書 4805 冊、
年間の入館者約 1万 5000 人、経費 227 円であった。
・名古屋通俗図書館（中区南大津町）同館の歴史は古く、1909（明治 42）年 1 月、倉岡
勝彦によって設立された。小規模の図書館であったが、大正末においても利用者は少なく
なかった。1924 年現在、図書室・閲覧室は 15 坪、蔵書 500 冊、1年間の入館者は 9000 人、
経費は 1200 円であった。




資料 30 万円を投じて 1925 年 4 月 19 日に開館した。1924 年現在の同館の施設状況は次の
とおりである。建物は鉄筋コンクリート 4階建て（地下室）で総延べ坪面積 282 坪、図書
室 52 坪、閲覧室 150 坪、地下室には食堂、3階に講演室（40 坪）があった。また、閲覧
室には 250 人の定席、バルコニー（45 坪）、新聞室〈30 坪〉、事務室が配置された。1922









　1925 年現在の施設概要は次の通りである。敷地面積は 3842 坪、建物坪数その他 94 坪、
動物舎 308 坪、鶴並水禽放養場（鉄骨金網帳）168 坪であった。飼育されていた動物の種
類とその数は、獣類 39 種 116 頭、鳥類 100 種 324 羽、爬虫類 2種３頭、魚類 3種 60 尾剥






















礎単位として結成され、1919 年には 14 団体、団員 1万人であったが、1926 年には名古屋
市連合青年団（以下、市青団）の加盟団体は 96 団体（東区 19、西区 16、中 40、南 21）、
団員数は約 2万 5000 人に及んだ。市青団は年々増加する青年団の連絡統一の必要から結
成されることとなった。市青団は、「名古屋市内青年団相互の連絡統一及び協働の進歩発
達を期するを目的」として、次の綱領を定め、これらの従って事業に取り組んだ。市青団


























　市青団の財政状況（1924 年度）は次の通りであった。収入は、1万 5106 円（加盟団の
負担金 2500 円、維持団員拠金 1605 円、寄付金 1円、市補助金 1万円、前年度繰越金 1000 円、
支出は 1万 5106 円（事務費 4321 円、事業費 1万 33 円、負担金 240 円、予備費 512 円）、


















講習会、講演会、ご楽会、見学旅行等が行われた。1か年の経費は 1242 円（1 団体平均














収入 8095 円（繰越金 195 円、会費 450 円、市補助金 7000 円、雑収入 450 円）、支出 8095
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　普通選挙法講演会（1925 年）、選挙粛正婦人講座（1932 年）、日米問題講演会（1932 年）、





判講演会（1930 年）、家庭教育振興講演会（1930 年）、社会教育講演会（1932，1933 年）、
美術講演会（1929，1935 年）、建武中興六百年記念講演会（1934 年）、誕生四百年記念




　1925（大正 14）年 11 月、名古屋音楽協会が市の肝煎りで設立された。市は同協会と協
力して音楽の普及奨励に努めるとともに、青年に対する音楽指導に着手し、演奏会を開い
た。また陸海軍軍楽隊を招き、鶴舞公園音楽堂で公開演奏会を催した。さらに松坂屋音楽







を調査研究し、それを社会教育事業に活かすために、1928 年 6 月 14 日、名古屋市教育映
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画調査委員会を設置し、一般興業映画の児童に及ぼす影響、興業映画館入場者年齢制限問




　名古屋市では、1923 年に 70 校の私立学校の運動場を市民体育増進のために開放し、さ



















活動で成果をあげ、それをもとに 1918（大正 7）年にまず豊橋の食堂を 1万 5000 円で購
入し、ついでこれを矢場町に移築し「中央食堂」と称し、市民大学の拠点とした（杉田悦


















































中央食道で開催され、1回 10 銭の会費であった。1921（大正 10）年発足当初の講座（テー
マ・講師等）は以下の通りであった。
　₄月 10 日　 ＜宗教座談会＞井箟節三「宗教と社会問題」
　₄月 11 日　 金子白夢「王陽明とフィフテ」井箟節三「新古典派の経済学」
　₄月 15 日　 ＜読書茶話会＞金子白夢「トレルチ宗教認識論」、長野浪山「新刊紹介」
　₄月 22 日　 ＜読書茶話会＞金子白夢「冨士川博士の『真宗』」
　₄月 24 日　 ＜読書茶話会＞佐藤一英「空想の翼」





　₅月 13 日　 長野浪山「三宅博士の『電車哲学』」、金子白夢「西田博士の『善の研究』」
　₅月 16 日　 金子白夢「天文学と先験哲学」、井箟節三「経済学概論第 3回」
　₅月 22 日　 浜野真「革命的詩人シェレ―」
　₅月 23 日　 金子白夢「日蓮宗思想と現実哲学」、井箟節三「経済学（資本制度論）」
　₅月 27 日　 論題「道徳の序曲としての芸術」





　₆月 10 日　 長野浪山「ルッソーの孤独者の散歩」、金子白夢「デュイの『哲学の改造』」
　₆月 17 日　 ＜読書会＞井箟節三「ワイルド論文『芸術家としての批評家』」
　₆月 19 日　 ＜読書会＞浜野真「私人としてのロセッチ」
　₆月 20 日　 ＜研究会＞金子白夢「文化価値と経済価値」
　₆月 24 日　 ＜読書会＞長野浪山「古屋氏の樹問の先」
　₆月 26 日　 ＜座談会＞長野浪山「如何に生く可きか」、浜野真「文芸談」











































































































₄　総力戦体制下の社会教育の変容（国民教化へ）（1930 年代～ 1945 年）
１）国家主義・軍国主義体制強化と社会教育




　名古屋市では、国民体位向上の国家方針に従って 1924 年 1 月、教育部に体育課を新設し、
学事、教務、社会教育、体育の 4課で構成されることとなった。この頃の名古屋市では、
「国体観念ノ明徴」と「大都市タルノ教養」が教育目標とされ、これらの教育目標の達成
のためには社会教育が不可欠ととらえられた。さらに 1942（昭和 17）年 4月、軍事力と
生産力の増強という青年教育への国家的要請にこたえて青年教育課が新設され、庶務、視
学、初等教育、体育の 5課が整備された。また同年 11 月には、国民精神総動員運動にお
ける文化的精神的啓発の重要性のため視学課が廃止され文化課が新たに設置されるに至っ
た（『新修名古屋市史』第 6巻）。1944 年 10 月には職制機構・事務の簡素化・統率化にと
もない、教育局においては社会教育課が廃止され、教学課（中等初等教育課と青年教育課














青年学校は、普通科（2年）、本科（男子 5年又は年、女子 3年又は 2年）研究科（1年以上）
から編成された。戦時下強力な国家政策のもとで青年学校は速やかに、かつ広く全国に開
校され、準義務制を経て1939年には義務制となった。むろん名古屋市も例外ではなかった。








































































　　・明治節奉祝吹奏楽演奏会（11 月 3 日）
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　まず私立図書館である。1937（昭和 12）年現在の館内閲覧人数は 16 万 3740 人、館外
が 5万 2850 人であった。職業別では学生、児童、商工業者の利用が多く、とくに商工業
者の利用が増えつつあった（青山大作『図書館随想』）。同年 12 月には利用者の要望に応








45 年 3 月 19 日の米軍による名古屋大空襲により建物は鉄骨の身が残り、図書 1万冊を除
いてすべてを焼失した（青山、同上）。
　東山動物園に目を転じてみよう。同園は、1929 年 4 月に市立東山動物園と改称して以
来、年々飼育動物の補充を行い拡充してきたが、東山公園の設立を機に、37 年 1 月 24 日
に新築移転し、その名を東山動植物園と改め、同年 3月 18 日から開園した。面積は約 4





















のために結成されたものである。団員資格は 12 ～ 19 歳の男子青年であり、市長が団長と
なり、社会教育課の指導のもとで活動した連合組織であった。1938（昭和 13）年度現在、







　₄月 11 日 　全国青年団大会分列式予行を市公会堂前において行う（参加団員 2000 名）
　₄月 21 から 4日間　全国青年団大会を市公会堂で開催
　₄月 25 日 　六大都市青年団相撲大会開催
　₅月 27 日 　海軍記念日式典参加
　₆月 9日　　神風号歓迎祝賀行事参加
　₆月 10 日 　時の記念日マラソン競争参加
　₆月 29 日 　皇太子殿下行啓奉祝提灯行列参加
　₇月 18 日 　大日本青年団臨時大会に参加
　₈月 1日　　聖恩旗を奉持して熱田神宮にて武運長久祈願（団員 2000 名）
　₈月 15 日から 5日間　本地ヶ原野営訓練
　₉月 8日　　防空演習参加
　₉月 24 日から 4日間　明治神宮体育大会参加
　10 月 15 日　国民精神総動員街頭行進参加
　12 月 12 日　南京攻略祝賀提灯行列参加
　12 月 25 日　各青年団一斉夜警奉仕
　（『名古屋市青年団発達史』1940 年）






補助金 4000 円、県補助金 260 円、賛助員 1200 円等を主な財源として運営された。市連合





　名古屋市連合少年団　市連合少年団は 29 年 4 月 2 日に結成された。1937 年現在、名連
少は健児団 53、少年赤十字団 56、仏教少年団 39、基督教少年団 20、その他 5、合計 173
団体、4万名を超える会員を有した。市長が団長に、第一助役と民間有力者の 2名が副団








































　名古屋市仏協会　この会は、1922（大正 11）年 2 月に創立し、神職会同様、会長に市







るほか、公開の演奏、講演、講習会を催した。会費は通常会員が 3円 30 銭、特別会員が
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　11 月 17 日　公開音楽会、名古屋陸軍病院慰問独唱会　藤原義江、伴奏・多野三郎
　11 月 18 日　第三回定期音楽会　藤原義江独唱会、伴奏・多田三郎










の会員は小学校が年額 20 円 20 銭で映画上映 7回（市内 118 校が参加）、修養団体が 15 円















































































愛知県『愛知県広報』1877 年 10 月
愛知県青年会館『愛知県青年会館史』1962 年
名古屋市鶴舞図書館編『鶴舞図書館四十年史』、名古屋市、1963 年
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Formation and Development of Social Education before the World
           War Ⅱ in Nagoya: from Popular Education to Social Education,
           and from Social Education to National Indoctrination
Shinkai, Hideyuki*
キーワード：社会教育，通俗教育，国民（社会）教化，市民大学，図書館
　In this paper, I discuss the process of transition from Popular Education to Social 
Education in the pre-second world war period in Japan. I argue that the characteristics of 
Social Education before the World WarⅡ in Nagoya can be divided into three parts.
　The First characteristic is that Social Education was formed in the era in which 
everything was controlled under the political regime of Meiji Imperialism  (1880s~1910s). 
It was constructed for the growth of industrial and military powers as well as for the 
purpose of supplementing primary school(education). Education mentioned above was 
called only as “Popular Education(Tuuzokukyouikju)” then. It’s main programs were the 
establishment of popular lecture, the foundation of popular library, and organization of 
young association.
　The Second characteristic is that Social Education was established in the era controlled 
under the regime in which nationalism had grown stronger than ever before (1920s). 
The concept of Social Education emerged in this context, which replaced the idea of 
Popular Education, and widened the scope of “Business and Supplementary School 
(Jitugyouhoshuugakkou)” and  organized  the youth association as cultural one, in order 
to resolve different social problems (so to speak contradiction) brought about by growing 
capitalism, and to make a swift response to the increasing demand of young people to 
receive secondary school (education) .
　On the other hand, citizen’s university was founded to stand against national secondary 
and higher education, and it engaged in liberal and cultural Social Education under the 
influence of Taishou Democracy. It was considered to be the pioneer of modern and 
voluntary Social Education in Nagoya area.
　The Third Characteristic is that Social Education came out under the second world 
war− era when the military-led government put Nationalism and Militarism into people 
through Social Education (1930s~1945) . During this period, Military education was 
practiced actively across Nagoya area. “Compulsory Youth School (seinenngakkou)” also 
started at this time. Different organizations of Social (National) Education insisted on the 
significance of Patriotism, and each different school curriculums were controlled by the 
military-led government. 
　As a result of these military interventions, Social Education lost the Freedom of 
Education and eventually became the product of Nationalistic Indoctrination. The 
fulfillment of Social Education which takes Freedom of Education seriously became 
reality only after the educational reform implemented in the post-war period.

